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1 はじめに

情報化社会が進むにつれ、知識インフラの重要性が高
まってきている。我々はその中で、空間的に分散した、
異種情報の統合、既存資産の再利用の問題を取り上げ、
ACL[1]によるマルチエージェント技術を利用した情報
獲得のためのシステム、 SAGE:仮想カタログ [2][3][4]

を構築している。仮想カタログとは、各社の電子カタロ
グを統合し、ユーザが希望する情報をまとめた仮想的な
カタログのことである。我々はこの構想を少し大きく捉
え、近年需要供給ともに高まってきている電子商取引へ
の応用を検討している。これは、各社で電子的に持つ商
品情報を、利用するユーザにとって必要な商品情報だけ
に統合し、仮想的に一つの情報として見ることができる
ようにするものである。
本稿では、このような SAGE:仮想カタログにユーザ

を取り込んだユーザエージェントについて、要素機能と
その構成を述べたあと、要素機能のうち、ユーザの入力
をKIF[5]メッセージへ変換する方式を提案する。
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図 1: ユーザエージェントの構成

図 1に示すように SAGE:仮想カタログのユーザエー
ジェントは、表示系をユーザ側、その他の処理系をサー
バー側のマシンで動かす。サーバー側の httpdとユーザ
側は HTTPで通信し、ユーザ側からの通信があると、
サーバー側の httpdは CGIや NSAPIによりサーバー
側の処理系へ通信を行なう。以下に各機能を説明する。
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GUI ユーザへ検索条件指定および検索結果の画面を表
示する。入出力各々の画面フォーマットは柔軟に変
えられるように、項目の書式定義や項目間の論理関
係などを指定する、入力 /出力フォーマットファイ
ルから自動的に生成する。

HTTP Communication サーバー側の httpdとの通
信には、 HTMLの Formで使われるデータのエン
コーディング方法 (URL-encoded keyword-value

pairs)を利用する。

User Management GUIをアプレットによりユーザ
側で動作させるときのユーザ認証や、メッセージを
生成する時に必要なユーザ情報の管理を行なう。

KIF Generator GUIを通して入力されたユーザの検
索条件から、変換ルール (次項参照)に従って KIF

メッセージを生成する。

KIF Parser 回答された KIFメッセージの解析を、対
応する元のメッセージを参考に行ない、適切な項目
に回答値を対応させる。

KQML Engine KQMLGeneratorで KQML[6]メッ
セージの生成、 KQMLParserでKQMLメッセー
ジの解析と適切な処理関数の呼び出しを行なう。

Agent Communication 任意の通信ライブラリを利
用して他のエージェントと通信を行なう。

3 KIF Generator

図 1の要素機能のうち本稿では、KIF Generatorの実
現方法について説明する。 KIF Generatorでは、GUI

を通して入力されたユーザの検索条件から、KQMLEn-

gineで生成される KQMLメッセージに必要な ask-all

performativeのパラメータである :aspectと:content
の内容を生成する。一例として、ユーザが検索条件を入
力した検索条件指定画面を図 2に、その条件から生成さ
れたメッセージを図 3に、また検索結果を図 4に示す。

3.1 :aspect の生成

:aspectには、検索結果として要求される項目を、以
下のルールに従って記述する。



1. 出力フォーマットファイル (検索結果の画面を生成
するためのフォーマットファイル)に指定されてい
る項目のうち、以下の条件を満たす項目を変数とし
て記述する。

(a) 検索条件を指定されなかった項目

(b) 同一項目において複数の条件を指定された項目

(c) 範囲指定された項目

(d) 入力フォーマットファイルなどに項目間の論理関係
が特別に指定されている場合、その項目

2. 変数名は「?項目名」の形を用いる。

以上のルールに従い、図 2の条件指定から図 4の検索
結果を得る場合の:aspectの記述を図 3に示す。
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図 2: 検索条件指定画面

:aspect (?商品名 ?カテゴリ ?商品コード ?JANコード ?希望小売価格
?取引先名 ?取引価格 ?取引日 ?取引単位 ?イメージ)

:content (and (isa ?x りんご)

(or (商品名 ?x 美味林檎)

(カテゴリー ?x りんご))

(メーカー ?x 青森農協)

(and (希望小売価格 ?x ?希望小売価格)

(<= ?希望小売価格 2000jyen))
(or (取引先名 ?x いろは卸店)

(取引先名 ?x えびす青果店))

(and (商品コード ?x ?商品コード)

(JANコード ?x ?JANコード)

(取引価格 ?x ?取引価格)

(取引日 ?x ?取引日)

(取引単位 ?x ?取引単位)

(イメージ ?x ?イメージ)))

図 3: KIFメッセージ
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図 4: 検索結果画面

3.2 :content の生成

:contentでは、GUIを通して入力されたユーザの検
索条件の記述、:aspectで記述された変数のバインドな
どを行なう。:content生成ルールを以下に示す。

1. 式の形は、項目名または算術記号をリレーション名
とした以下の KIF表現を用いる。
(項目名 ?x 条件値または変数)

(算術記号 変数 条件値)

また一つの式では、項目名とそれに対する一つの条
件値または変数を規定する。

2. 式間の論理関係は以下に従う。

(a) 項目間の式は andで結ぶ。ただし、特に論理関係が
指定されている項目間は、その指定に従う。

(b) 同一項目の複数条件の式は orで結ぶ。

(c) 範囲指定条件は、項目名リレーションにより変数を
規定し、算術記号リレーションにより変数の範囲を
規定し、それらを andで結ぶ。

(d) 条件指定のない項目は記述しない。

(e) :aspectの変数のバインドは、項目名 (=変数名)リ
レーションにより変数を規定し、 andで結ぶ。

3. サービスの対象を限定する場合は、 isaリレーショ
ンを用いる。

図 2の条件指定に対する:contentの記述を図 3に示す。

4 おわりに

本稿では、 SAGE:仮想カタログのユーザエージェン
トについて、要素機能とその構成、KIF Generatorの
メッセージ変換ルールを説明した。現在は電子商取引を
対象に検討しているが、ユーザエージェントの機能をで
きるだけ汎用化するために、変換などの処理はルールに
よるものを提案している。今後は、機能などをより汎用
化すると同時に、ユーザのモデルを学習するなどし、ユー
ザ毎のユーザエージェントも検討していく予定である。
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